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0．はじめに：Esbesteht keineGefal1rmehr．
0．1．本論文では．例えば塾bestehtkeineGefahrmehr．という文に現
れる．いわゆる「文法上の主語」esについて考察する。
関口存男は．このようなesで文をはじめることを「文の非人称化」と
名づけ，「非人称」一般から「文体的」な解釈と説明をおこなう。それに対
して他の研究者は，このesを単に「文頭の空自を埋めるためのもの」と
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して，（「コミュニケーション機能」にもとづいた）「統語論的」理解にと
どまる。そこには「非人称」という考え方は存在しないのである。ここに
関口との違い，そして関口の大きな功績がある。
0．2．関口存男の数おおい著書は，手に入れることの困難さに加えて1），
文体の古さもあり，あまり読まれないのが現状である。しかしその著書に
は多くの深い知見が見られる。ドイツ語研究者，および教育者によって
もっともっと多くの注目が注がれるべきであると思う。
0．3．本論文の目的は次の3′づである。
1）「文法上の主語es」についての関口存男の「非人称」的解釈を提示
し，その功績を示す。
2）「文の非人称化」の実際を．例によって示す。
3）関口の初期の著作である「ドイツ語大講座」（全6巻，昭和6年）の
価値を再認識する。
1．関口存男による解釈：文の非人称化
1．1．文の非人称化
開口は，昭和6年に出された「ドイツ語大講座」（仝6巻）において，
「文の非人称化」という表現を用いて，それを次のように説明する。2）
凡そ如何なる文章と錐も，それを一つの珍しき現象として描焉的に表
現しようとする時には，eSを主語にし，その次に動詞の定形を置き．
その次に意味上の主語を持って来る事が出来ます。その際定形は意味
上の主語に従って欒化します。
1．Das Meer braust．
1・Dern屯hlingkommt．
1．DieⅥbIkenziehen．
1．DieW61feheulen．
2 Es braust das Meer．
2．EskommtderFttihling．
2．Es ziehen dieⅥbIken．
2．Es heulen die W61fe．
現象として打ち眺め，特異なるものとして意識し，達観しつつ表現す
る．これが文の非人稀化の本質です。たとへば詩人，哲学者は好んで
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非人稀化を用ひ．文の調子を高め詩化すると同時に．現象化し，給董
化します。 表象を造形美術化（plastischgestalten）するのです。Goe－
theの句を引用してみると，たとへばErlk6nig（魔王）といふ有名な詩
の中で，小供が物凄い夜景の中に魔王を認めて怯えると，抱いてゐる
父が
EsscheinendiealtenWeidensograu・
黒きは柳の切り株ぞ。
と云って宥めます。またFaustの中で，名句として名高いのに
EsirrtderMensch，SOlangerstrebt．
人間は強行力進する限り必ず運命に研弄さる。
［迷へるこそ眞に努力せる謹摸なり］
1．2．非人称動詞の心理的根拠
この説明に先だって開口は，「非人称動詞は一体どういう心理現象から
生まれてくるのか？」という疑問に詳しく答えている。3）以下は佐藤がそ
れを段落に分けて要約したものである。
○非人称とは，万象を純客観的なものと観る時に当然起こってくる考え
方
非人称動詞の中のもっとも非人称動詞らしいものともいうべきは，天候
気象　ならびにその他の天然現象に関するものであるが，このことがすで
に非常に特徴的である。つまり，非人称動詞と非人称主語esは．「人間が
寓象を一つの奇異なもの，純客観的なもの，自分の責任にも非ず他人の責
任にも非ざる．孤立した著しい『現象』を名づけんとする時に普然起って
乗る考へ方」4）なのである。
○西洋人の「主観的」，「合理的」な親方
西洋人はそもそも自然界を自然界として見ず．すべて人間側からの色眼
鏡で打ち眺め．すべてを人格化し，責任化し，事務化し，合理化し，系統
化し，組織化し，すべてのものを名詞と見る癖がある。
その根源はそもそもギリシャの昔にあるのだが，今でも西洋語を日本語
に直訳しようとすると．「空腹が歩行を妨げ」たり．「彼の意志が私に歩み
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寄ったり」，とにかく非常に固く理屈っぽくなることが多い。それはなぜ
かというと，日本人なら決して主語にしないようなものを主語にして，あ
る種の行動を取らせたり，ひとつの現象の責任を受け持たせたりするから
である。
○ゲルマン人の反動：「客観的」，「非合理的」傾向
こういう極端に「主観的」な．「人間的．あまりに人間的」な見方をする
のは，アーリア系の中でも．特にギリシャ．ラテン系が主である。
それに対してゲルマン民族は，必ずしもそういう「合理的傾向」では
割り切れない性質を持っていて，何らかの機会に（とくに南方文化の洗礼
を根本的に経ていると．その反動として）「客観的」，「非人間的」な見方
をしようとするらしい。つまりある種の現象を，ぜんぜん人間界の連関
（Zusammanhang）に入らない，奇異な，孤立的な，r現象的」な，珍しい
ものとして非合理的に言い表そうとする傾向がある。「非人称的な形式の
最も著しいものは南方話語に見えますが，それが凍結現象とならずに，有
りと有らゆる内容に融通が利くやうになってしまった最も面白い場合がド
イツ語である所を見ると．私の観察には決して根接がなくはないので
す」5）。
○非人称表現：利害関係の中心を天然自然界に移し，人ごとのように表
現する
結論を言うと．非人称動詞の心理的根拠は，自然界においてか，観念の
世界においてかを問わず，一つの表象を．多少にかかわらず一つの物珍し
い「現象」として観るところにある。
非人称というのは，一種の静かな，虚心坦懐な．冷静な．多少
無関心な．いわば驚異の目を見張って物を熱々と打ち眺める．
その観方である。
自分というものが何らかの利害関係のためにゆとりが取れないと，「私は
空腹を感ずる」などと言うが．多少たりとも達観するとeshungertmich
と言って，利害関係の中心を天然自然界に置き移し．自分（mich）という
ものを少しその圏外にずらせてしまう。言い換えれば，「自分の中に今．空
腹という現象が起こっている」ということ。いわばちょっと「人ごとのよ
うに言う」．あるいは「よそごとのように言う」のである。
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O「人間的，あまりに人間的」な考え方に対する対策：非人称表現
ところがどうも，この余裕のない婆婆とか人生とかいう現象の中に沈没
している間は，なかなかそうは達観できない。はげしい悲しみに浸ってい
る最中に，
「俺という人間の中枢のあたりに悲痛という現象が起こっているな」
とはどうも考えられない。やっぱり人間の弱みで
「俺は悲しい」
と考えてしまう。科学的には単に悲しみという現象が「俺」の中を通過し
つつあるに過ぎないのにである。今，悲しみが自分を通過するからといっ
て．それを正直に自分の悲しみだなどと思って一生懸命に気を腐らすのは．
人間的，あまりに人間的である。
そういう時はどうしたらいいか？そういう時のために非人称動詞という
ものがある。すべてを「人称に非ず」と考えればよろしい。腹が立ったら，
Esargertmich．と言って自分を4格にしてしまう。立腹などという下品
な現象には1格として関与などしてやらないのがよろしい。現象を傍観
すればよい。そうすると現象の本来の姿がはっきりと現れる。今までは，
そこまで自分の一部だと思っていた地帯が，自分ではなくて自然界の一部
であったことに気がつく。
1．3．文の非人称化の本質
「文の非人称化」についての説明（1．1．），そしてそれに先立つ「非人
称動詞の心理的根拠」（1．2．）から．開口は「文法上の主語es」の本質を
次のように考えていたと結論できる。
ある事柄を．距離を保って「人間から孤立した現象」として眺め，
ゆとりを持って，達観しつつ，客観的に表現する6）
それは．文の調子を高め，詩化することに通じる
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2．他の研究者による解釈
2．1．「文体的」解釈
「文法上の主語es」について「文体的」解釈をしている研究書はごく
わずかである。しかしそこにも「非人称表現一般」との関係は認められな
い。
一橋本（1956）7）
旦星istdaseineewlgeWahrheit．
塾irrtderMensch，SOlangerStrebt・（Goethe）
「（主語が聞き手にとって未知だからではなく）文全体に重み
を持たせるために文法上の主語esを用いる」
一Jung（1966；1980）8）
塾vergr6BertesichdasProletariat，堕WuChsenseineOrgani－
SiertheitundBewuBtheit，堕VerSCh去．rftesichderKlassenhaB
gegendieUnterdrticker（NeuesDeutschland1970）．「esはこ
こでは，文を導入するdaあるいはeinstという副詞とほぼ同
じ働きをしている。できごとに対する筆者の内的な関心（die
innereAnteilnal1medesSchreibersamGeschehen）が感じら
れる」
－G6tze／Hess－Ltittich（1989）9）
塾isteinUberfallletzteWbchehierpassiert．
墨旦WerdenfolgendeneueGesetzeerlassen．
「このesを使った文はまれ（selten），特に話し言葉において
まれであるが．それはこれを使用した表現方法がしばしばわ
ざとらしく，不自然に（gespreizt）感じられるからだろう」
2．2．「コミュニケーション機能的」解釈
これに対して，大部分の文法書と研究書は問題のesを「コミュニケー
ション機能」という観点から説明する。その基礎には，「インフォメーショ
ン価値の高い要素ほど文の後方に位置する」10）という法則が存在する。
つまり，本来「定動詞」の前に位置すべき語句が「インフォメーション価
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値の高い要素」として定動詞の後ろに置かれるため．esはその要素をあ
らかじめ示すPlatzhalterであり，空自となった文頭を埋めるための「埋
め草」（Platzfiiller）であると考えるのである。11）
－片山（1948）12）
EswareinmaleinK6nig．
EslebederK6nig！
塾sindnichtalleMenschengrausam．
EsirrtderMensch，SOlangerstrebt．
「本来の主語又は動詞を重くする焉」
一橋本（1956；1975）13）
塾liegenBGcheraufdemTisch．
塾lebten einmal vor Zeiten einalter Mann und eine alte
Frau．
塾bleibtunsnichtszutuniibrig．
EsistanjedemMenschenimmeretwasauszusetzen．
塾WirdmorgeneinneuesKabinettzustandekommen．
塾saheinKnab’einR6sleinstehen．（Goethe）
「文頭に立つ語句は聞き手にとって既知の概念とか，比較的
重要でない概念とかを表わすのが原則であるから，事物の存
在を告げたり．事件の中心人物または中心事物を挙げたりす
るするには，こうした人物や事物は，たといそれが主語であっ
ても，後廻しにする必要がある。そのために生じた文頭の空
位に文法上の主語esを置くわけである」
－Jung（1966；1980）14）
塾vergr6BertesichdasProletariat，堕WuChsenseineOrgani－
SiertheitundBewuBtheit，塑VerSCharftesichderKlassenhaB
gegendieUnterdriicker（NeuesDeutschland1970）．
「esは．主語の位置を文の後域（Nachfbld）にすえるために，
形式的に文の先頭に立つものである」
8　　　　　　　　　　　佐　　藤　　清　　昭
－Erben（1972；1980）15）
Es kommen Leute．
EskommtderBrieftrager．
「esは，予告された動作主体（dasangekiindigteAgens）をア
クセントのある後方位置に置くことを可能にする。それゆえ
このesは，目的語がこのアクセントのある位置を要求する他
動詞にはあまり現れない（selten）。そして主語がアクセントの
ない代名詞の時は，このesは決して用いられない：Eskommt
er．とは言わない」
－Admoni（1976）16）
．．．und墜hat mich sonst doch keiner so geliebt．．．（Th・
Storm）
「種々の意味的・コミュニケーション的理由から平叙文のすべ
ての要素が定動詞の後ろに位置しなければならない時．定動詞
の前にその位置を埋める，意味を持たないesが置かれる。…
もっとも，主語が人称代名詞のときは，このesは用いられな
いという制限がある」
－Griesbach（1986；1990）17）
EswarengesternvieleLeuteimKino・
塾sindeineganZeMengeLeutezuderVbranStaltunggekom－
「このようなPlatzfdllerのesではじまる発言は18），前から
のつながりを持たない，確認や判断などの文である」
－Helbig／Buscha（1988）19）
塾hatsichgesterneinschwererUnfallerelgnet・
塾sindindenletztenJahrenvieleEinfamilienhausergebaut
worden．
「esは主語を，定動詞の前という通常の位置から，強調され
た位置（定動詞の後ろ）に置くという文体的な機能を果たして
いる。これは特に主語が．不定冠詞や数詞，einige，Vielなどと
ともに使われた不定な形の時によく起きる」
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－Eisenberg（1989）20）
EinGewitterwirdnahen一塾wirdeinGewitternahen．
DeinPaulgrtiBtdich一旦邑griiBtdichdeinPaul．
HerrSchulzhatsiebedient－塾hatsiebedientHerrSchulz．
「esを使った文の方は，主語のレーマ化がなされている。例え
ば最後の文のesではじまる方は，まずサービスが行われたこ
とが述べられ．その次に誰が担当者か伝えられている。この，
誰が担当したかというのがここで本来伝えたい内容である」
－Flamig（1991）21）
塾schreiteinKind．
塾habensichKristallegebildet．
「例えば主語がレーマの位置を占める場合，あるいは非人称
の受動文では，eSがテーマの位置にある」
－DUDEN（1998）22）
Es ritten dreiReiter zum Tbr hinaus．
塾glngeinJagerJagen．
「esは文肢ではなく，単に文頭の空自を埋めるためのPlatzhal－
terに過ぎない」
一戸星（1999）23）
EsisteinBrieffdrEuchgekommen．
Undabendsisterelngeladen，Oder旦邑kommtBesuchzuuns．
「事件を報告する文体である。すべての文成分の前に定動詞
が置かれ，その前にesが置かれるのであるからesは文が定
形第2位であることを示すためであり．疑問文でないことを
示すためにある」
一方Brinkmannは．「インフォメーション価値の高い要素ほど文の後方
に」という考えとは異なり，まず定形で表現される出来事が何よりも先に
伝達される必要がある，という説明を行う。24）
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塾stiegkeinLautausderregungslosenFlutauf．（Gericht
desMeeresll）
塾kamsieeintieftrFtiedean（ebd．42）
「定形第2位が守られなければならないので，定形が他の文
肢よりも先行する場合には，文は一般的な状況語句で始めなけ
ればならない。例にあげた二つの文ともそれぞれ主語（Laut，
Ftiede）で始めることができるけれども，ここでは出来事が他
のすべての文肢に先行する必要があったのであり．そのために
はesが文頭になくてはならないのである」
3．まとめ
3．1．関口は，「文法上の主語es」を「非人称」という広範な「考え方」か
ら積極的に理解する。
それに対して大部分の研究者の解釈は消極的である。「コミュニケー
ション機能」に基づいて．esを（本来伝えたい内容が定動詞の後ろに続く
ことをあらかじめ示す）Platzhalter，または（文頭に生じる空白を埋める）
Platzfdllerとみなす。そこには，Esregnet．Esschwindeltmir．などの
「非人称動詞」との関係は示されない。25）
問題のesを「非人称」という観点から解釈し，文を「非人称化」する話
者の心理を深く洞察した関口の功績は，大きな注目に値すると思う。26）
3．2．もちろんesにより「非人称化」された文がすべて「文の調子が高
められ・詩化される‘」わけではない（4・2・「話し言葉の文例」参照）。し
かしesが用いられる以上．「非人称のひびき」は原則として常に存在する
のである。橋本（1956）のように．以下の二つを明確に分けるのは現代ド
イツ語の実際にそぐわないと思う。27）
「主語が聞き手にとって未知である場合」
「（主語が聞き手にとって未知だからではなく）文全体に重みを
もたせるために文法上の主語esを用いる場合」
次章では，実例にそくして開口の解釈を検討した後，「文の非人称化」が
話し言葉で現れる例，それが定型化したもの，非人称化できない文例，ま
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た逆にesによる非人称化が不可欠な例をあげ，「文の非人称化の実際」を
見てみたい。28）
4．「文の非人称化」の実際
4．1．関口解釈の実際
関口は「文の非人称化」の本質を次のように理解していた（1．3．）。
■－■■●－●●一●■●●■■■一一■一■一■●－■●－■●■■－●一一一一一一一一一一■－■－■一－－一一一一一一一一一一一一一一一一一日一一一一一一一←一一一一一一一一一■＝一一一一■■－■●・■●■－■■■■■■■●●－■■一一■
ある事柄を，距離を保って「人間から孤立した現象」として眺め，
ゆとりを持って．達観しつつ，客観的に表現する
それは，文の調子を高め，詩化することに通じる
以下　esを用いた文とそうでない文を対比して，その違いを見ていく。
○通常の文
塾wartetdrauBeneinMannaufSie．
－Ein Mann wartet drauBen aufSie．
塾habensichKristallegebildet．
－Kristallehabensichgebildet・29）
塾standenzweiTannenb去．umevordemHaus．
－Zwei恥nnenb瓦ume standen vor demHaus．
Esではじまる文の方には，たしかに表現内容に対して「距離」，「ゆと
り」というものが感じられ，「文の調子も高い」と言える。実際にドイツ語
母国語者たちはどのような違いを感じるのだろうか？ドイツ語を母国語と
する複数の話者に，それぞれの文の違いをたずねたところ，次のような意
見を得た。
【Esではじまる文の方が】
distanzierter「よりかしこまった」
h6鮎cher「よりていねい」
話者の気持ちと表現内容との間にAbstand「へだたり」が感じられる
Objektiver「より客観的」
anSpruChsvoller「求めるところがより大きい」
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DieWbrtwahlistbesser．「言葉が洗練されている」
keinealltaglicheUmgangssprache「日常の話し言葉ではない」
schriftsprachlich「書き言葉的」
sehro伍ziell「とてもあらたまった」
wievonauBenbetrachtet「外から観察しているような」
abstrakter「より抽象的」
distanziert／Abstand／vonauBenbetrachtet／objektivという表現は，
「距離J，「孤立した現象」，「客観的」を意味するであろうし，DieWortwahl
istbesser／anspruchsvoll／keinealltaglicheUmgangsspracheは，「文の
調子の高さ」，「詩化」に通じると言うことができる。
○詩的表現
塾muBLebeninsLeben．「人生に活力を」（グリーティングカードより）
－Leben mufiins Leben．
ドイツ語を母国語とする複数の話者にたずねたところ．次のような意見
を得た。
【Esではじまる文の方が】
－aktiver「より積極的」
－lebendiger「より生き生きとしている」
－nichtsolangWeilig「単調でない」
－dassprichteheran「人の心に訴えかけるところが大きい」
lebendig／nichtsolangweilig／dassprichteheranという表現は，「文の
調子の高さ」，「詩化」に通じる。
○聖書の表現
UndGottsprach：塾WerdeLicht！und墜WardLicht・（旧約聖書・創世記
1，3）「神は『光あれ』と言われた。すると光があった」
このドイツ語テキストは1912年に見直された版30）である。同じ箇所
は，1982年に出された”inheutigemDeutsch”と書かれたもの31）では
次のようになっている。
DabefahlGott：”Lichtsollaufgtrahlen”，undeswurdehell．
このように，eSによる「文の非人称化」は「今日のドイツ語」版では用い
られていない。32）「今日のドイツ語」版のはじめにある「読者への指示」
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では，これがeinmodernes，einfachesDeutsch「現代の分かりやすいドイ
ツ語」に翻訳したものであることが書かれている（S．3＊）。「現代の分かり
やすいドイツ語」で「文の非人称化」がもはや用いられていないことは，
（接続法第1式による「要求話法」の衰退を意味すると同時に）このesが
「文の調子を高め，詩化する」ことを逆に証明していると言ってよいと思
う。
4．2．話し言葉の文例
関口の「文の調子を高め詩化する」という説明，そして関口のあげる
Goetheの例文を見ると，「文の非人称化」は書き言葉に特有のような印象
を受ける。またG6tze／Hess－Liittichは「Platzhalter－eSはまれ（selten）．
特に話し言葉においてまれである」と述べている。33）しかしそれは正し
くないと思う。私たちは日常ふつうの会話でこのesを耳にする。以下は
その一例である。
○ICEに乗りこんできたが，下車する際に自分で荷物を下ろせないこと
から．網棚に荷物をのせることをちゅうちょする婦人に対して．後ろの男
性が言ったことば
塾sindhiersovielejungeM去．nner．「ここには若いのがたくさんいますよ（降
りる時だって大丈夫，助けてくれますよ）」
同じ構文で，例えばハエが多くいる状況を次のように言うこともごく自然
である。
塾sindhiersovieleFliegen．
0テレビの娯楽番組で司会者のことば
旦邑WartenUberraschungsgasteaufSie．「思いがけないお客様がお待ちですよ」
ODEUTSCH2000．Grammatikdermodernen deutschen UmgangS－
sprache．には次の3つの例文が上がっている。34）これらは「ふつうに話
される」ドイツ語と言っていいだろう。
塾paSSierenzuvieleUnfalleaufLandstraBen．
Esistniemandgekommen・
塾habenzwanzigPersonenandemKursteilgenommen．
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○駅の構内放送で
Verehrte Reisende，bitte Vorsicht an Gleis6．塾fahrt jetzt ein der
RegionalexpressnachKiel．35）
4．3．定型化した例
「文の非人称化」が定型化したものである。
○童話の書き出し（あるいは．そのパロディー）
塾wareinmaleinkleinesMadchen，jedermannhatteeslieb，deresnur
ansah，amallerliebstenaberseineGroBmutter，…（Rotkappchen．Ein
MarchenderBrtiderGrimm，Nord－Siid－Winzling－Ausgabe1985）「昔々．
ひとりの少女がおりました。その子を見た者はもうだれでも．その子が好きになりましたが．
その子を一番愛していたのはお婆さんでした」
塾war einmaleine Autobahn，mit deren Planung wurde vor vierzlg
Jahren begonnen．Sttick fiir Sttick trieben Arbeiter dieTrasse durch
die Region stidlich von Kasselvoran，bis sievorfast zehnJahren bei
NeuentalimSchwalm－Eder－KreisdieTbermaschinenabstellenmu13ten；
（FtankfurterAllgemeineSonntagszeitung，19．Sep．2004）「昔々．一本の
高速道路がありました。そのプラニングは40年前に始ま■ったのです。この計画路線の工事は，
少しずつ少しずつカッセルの南の地方を進められてきましたが，約10年前．schwalm＿Eder
郡のNeuental近くでタール重機をストップさせることとなったのです」
○音楽会のプログラム，演奏会終了時のコメントなど
塾singenVenzeslavaHruba－Fteiberger，CorneliaWulkopf，PeterSchreier，
BerndWeikl．「歌い手はVenzeslavaHruba－Freiberger．CorneliaWulkopf，Peter
Schreier，BerndⅥ厄iklです」
塾erklangdieSinfonieNr・9，d－Moll，Op．125vonLudwigvanBeethoven．
－「ベートーベン作曲交響曲第9番，ニ短調．作品125番でした」
○連邦首相の年頭にむけてのあいさつなど．テレビ・ラジオ演説の前に
塾sprichtderBundeskanzlerGerhardSchr6der．「連邦首相GerhardSchr6der
がお話しします」（年頭にむけてのあいさつ）
塾sprichtderBundesprasidentJohannesRau．「連邦大統領JohannesRau
がお話しします」（クリスマスにあたってのあいさつ）
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○要求話法
宣星WerdeLicht．（旧約聖書．創世記1，3）「光あれ」
旦旦lebederl．Mai！（Helbig／Buscha（1988），S・205）「メイデー万歳！」
○交通手段の乗車券の裏にある説明
塾geltendieBestimmungendesVbrbundtarif岳Rhein－Ruhr・（Bochum市
内のバス乗車券の裏側，2004）「ライン＝ルール提携組織の運賃規定が適用される」
塾geltendieTarif＋undBef6rderungsbestimmungenderSVTbzw・Fa・
GroBsowie…（TGbingen市内のバス乗車券の裏側，2004）「市交通運賃の．もしく
はGr08の運賃・輸送規定が適用される」
○ラジオのアナウンサーが最後に自分の名前をあげて
塾sprachWolfgangGriineberg・「以上WolfかngGriinebergでした」
○定型化はしていないが．「文の非人称化」がよく見られる場合として，法
律関係の文書がある。
Fhll：旦旦WarderAngeklagteineinemfrGherenVerfahrenwegenmehrerer
DiebstahlezueinemJal1rVierMonateJugendstrafeverurteiltworden・
（FtanZStreng：Jugendstrafrecht，2003）「事例　被告人は以軌複数にわたる窃
盗による訴訟手続きにおいて1年と4ケ月の少年刑の判決を受けた」
Einzelheiten：塾k6nnenaberHindernisseauftreten，dienichtderSphare
desArbeitnehmerszuzurechnensindundaus diesemGrundausnal1mS－
weiseeineZulassungerm6glichen．（Fiebig，Gallneru・a・：Ktindigungs－
schutzgesetz，2004）「詳細　しかしながら，被雇用者の問題となり得ず・したがって
例外的に認可を認めざるを得ない障害が発生する可能性がある」
4．4．非人称化できない例
Erbenはerが主語の例をあげ，これをesではじめることはできない
としているし，36）同様の指摘はAdmoniにも認められる。37）戸星も，eS
を文頭に置く場合の制限として，主語が不定代名詞man．人称代名詞，そ
して固有名詞の場合をあげている。38）
それでは以下の下線部はどうか？
BeileeremAkkuk6nntedieAbschaltmelodiezulautseinundeventuell
IhrGeh6rbeeintrachtigen．Obwohldies auBerst unwahrscheinlichist，
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Sahen wir estrotzdem alsunsere Pflicht an，die O鮎ntlichkeit umge－
hend zuinformieren．SchlieBlich steht der Name Siemens nicht nur
ftirwegweisendeTbch ologle，SOndernauchftirherausragendeProdukt－
qualitat・Unddassollauchsobleiben・（FhnkfurterRundschau，9．Sep．
2004，下線佐藤）
下線部を「非人称化」して，次のように言うのには無理があると思われる。
塾stehtderNameSiemensschlieBlichnichtnur飽rwegweisende
Tbchnologle．
それは，もとの文の文頭にあるschlieBlich「要するに，何と言おうと」が，
直前の文の内容に「直結」していて．この位置を動かすことは適当ではな
いと判断されるからと考えられる。
以下の下線部はどうか？
WiraBenbeiOmazuMittag．NachdemEssentrankenwirKa鮎e．
DieKinderspieltensolangedrau8en．
下線部分を次のように言うことにも無理がある。
塾spieltendieKindersolangedrauBen．
ドイツ語母国語者にたずねたところ．ここで突然「文学作品のような文
体」に変わるのでkomisch「奇妙」に響くということであった。「文章の
流れにそぐわない」という説明である。急に「文の調子が高まり．詩化さ
れてしまう」ということであろう。
同じドイツ語母国語者は，次のようなコメントを与えてくれた。塾spiel－
tendieKindersolangedrauBen．が奇妙に響くのはdieKinderの定冠詞
のせいである：「自分らの子供たち」。同一の文章の流れで，例えば「窓か
ら外を見たら．見知らぬ子供たちが遊んでいた」というように，状況描写
を「展開していく」場合はesで始めることができる。
WiraBenbeiOmazuMittag．NachdemEssentrankenwir
Ka鮎e．EsspieltenKinderdrauBen‥．．
ここで関口の「文の非人称化」についての説明（1．1．）に注目する必要が
ある。
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凡そ如何なる文章と錐も，それを一つの珍しき現象として描罵的に表
現しようとする時には，eSを主語にし，その次に動詞の定形を置き．
その次に意味上の主語を持って来る事が出来ます。（下線佐藤）　　　羞
l
l
l
■■■●　●－■一■　■■　■■　■■一一　■■　■■■　一一■●■・■・■●t■●・■・■●・■　■■■■■●・■■■　l l l　●●－一　一一一一・一・一・一一一一一一一一・一■■・一一一一一一　一　一一■■■・■■一一■一一■　一一■一一一一一一一■■■■■・■■・一・一一一一■一■・■　●■一一一・一　一■　■・■　■●
「凡そ如何なる文章」だけれども，しかし「それを一つの珍しき現象とし
て描焉的に表現しようとする時」なのである。おなじことを関口は（「ド
イツ語大講座」から1年後に出版された）「新ドイツ語文法教程」で次の
ように表現している。39）
殊更に改まった態度と語調とを以て，一つの現象．出来事又は眞理を
紹介せんとする時には，文を非人称化する。（下線佐藤）
これは，Helbig／Buschaの次の説明とも一致する。40）
esは主語を．定動詞の前という通常の位置から，強調された位置（定
動詞の後ろ）に置くという文体的な機能を果たしている。これは特に
主語が，不定冠詞や数詞，einige，Vielなどとともに使われた不定な形の
時によく起きる。（下線佐藤）
「不定な形の時」であり，不定冠詞でいえば「紹介導入の不定冠詞」が用
いられる時なのである。41）
4．5．非人称化しなければならない例
次の文章を検討したい。
Nichtimmersind MangaS SOharmloswieMickeyMouseund Asterix，
esexistierenjedeMengeabseitigeSerientiberSado－Maso－Sexundblut－
rGnstigeUngeheuer・（S正ddeutscheZeitung，17．Sep．2004）（下線とイクリッ
ク佐藤）「まんがはいっもミッキーマウスやアステリクスのように無邪気というわけではな
い。サド・マゾ・セックスや残酷な怪物をあつかったアブノーマルなシリーズがいくらでも
ある」
下線部の「非人称化」は必須である。これを次のように書き直すことはで
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きない。
＊JedeMengeabseitigeSerienGberSado－Maso－Sexundblutr蛍nstige
Ungeheuerexistieren．
これは，eXistierenという語に原因があるらしい。eXistierenはそれで文
を終えることはできず，後ろに何らかの要素を必要とするのである。例え
ば次の例で，b）は正しくない。
a）VieleFuBballklubsexistiereninJapan・
b）＊VielenlBballklubsexistieren．
a）DasHausexistiertnoch．
b）＊DasHausexistiert．
existierenで文を終わらせない可能性のひとつが「文の非人称化」なので
ある。
5．おわりに
いわゆる「文法上の主語es」を．Platzhalter，またはPlatzfdllerと解
釈することは正しい。しかしそれにとどまるのではなく，そこに明確に存
在する「非人称」という「文体的ニュアンス」を認識することは，ドイツ
語の研究と教育にとって大切であり，必要なことと思う。
同時に，このニュアンスのほとんど認められない口語表現，そしてEs
…の構造が定型化したものを確認した上で．「非人称化できない場合」，そ
して特に「非人称化が必須の場合」をひとつひとつ確定していくことが重
要であるだろう。42）
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－Admoni（1976）はesの重要な用法を12に分類している。用法の両極
端として．中性の名詞を受けるものを第1のグループとし，本論文のes
を第12番目のグループとして．その他の用法をその間に配置する。非人
称の用法は第8番目のグループである。
26）しかし，eSをPlatzhalter，またはPlatzfdllerとみなすことと，関口
の解釈は，観点が異なるに過ぎず，両者は矛盾するものではない。Platzhal－
terとしてのesがインフォメーション価値の高い要素を予言し，その要
素が定動詞の後ろに「おもむろに」登場することは．文全体に重厚感を与
え．文の内容が「ゆとりを持って」．「客観的」に表現されることとなるだ
ろう。それは「文の調子を高め．詩化する」ことに通じる（これについて
は佐藤（1991），－（1994）も参照）。重要なことは．大部分の研究者がes
をPlatzhalter，Platzfiillerとみなすにとどまり．「非人称表現一般」との
関係に触れていないことである。
27）参照‥橋本（1956；1975），S．417f．
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（1999），S・249参照）。もっとも戸星も指摘しているように（S．241），こ
の両者を「文頭に位置するes」としてひとつのグループに扱うのは，少
なくとも「外国語としてのドイツ語」教育にとっては問題があると思う。
「文法上の主語es」と「自動詞を受動化する際のes」を同じグループとし
て取り扱うものとしては，ほかにG6tze／Hess－Ltittich（1989，S．235），
Flamig（1991，S．136）がある。一英独の語学者と論理学者による「非人
称構文」一般についての見解は，酒井（1959）に詳しい。
29）この例文はFlamig（1991）による（S．136）．
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31）”DieBibelinheutigemDeutsch．DieGuteNachrichtdesAlten
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32）eswurdehellのesは明暗を表わす非人称主語であり，「文を非人称
化するes」ではない。
33）Vgl・G6tze／Hess－Liittich（1989），S．235．
34）Vgl・Luscher（1976），S．114．
35）参照：佐藤修子ほか（2004）：スッェーネン2．場面で学ぶドイツ語
ニューバージョン，三修社，教授用資料，S．6．
36）Vgl・Erben（1972；1980），S．214．
37）Vgl・Admoni（1976），S・222・
38）参照：戸星（1999），S．253．
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40）Helbig／Buscha（1988），S．395．
41）「紹介導入の不定冠詞」については．開口（1961；1976），第四章参
照．
42）本論文の先頭にあげた例文塾bestehtkeineGefahrmehr．も，「非
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人称化」が必須の例である。文頭にesを用いない＊KeineGefahrbesteht
mehr．は非文と言うことができる。
